


















































































交鵠社出版部、 1913 年 11 月 20 日）
自ら敵の障に赴きて戦ひ死す 5















































































































(9）村松梢風 10 「中国革命夜話J （『中央公論j 第
























































































































派遣されたとしているものの、なぜかその原因と (12）米内山庸夫』7 「広東風土記（ー） J （『支那j
なった洪兆麟証言についてはまったく触れていな 第 30 巻第 1 号、東亜同文会、 1939 年 1 月）
い。 明治三十三年九月、日本人山田良政が恵州で
（日）葛生能久 f東亜先覚志士伝記j 下巻（黒龍




















































































日」すなわち 1900 年 10 月 20 日と記されている
ことから、件の洋服の人物が良政だとすれば、結

























































































































































が 9 月 29 日であるとしている。恵州事件は 1900
年 10 月初旬にはじまったとされており、この日
付ではあわない。かりに旧暦と取り違えていると
しても、光緒 26 年 9 月 29 日（1900 年 11 月初日）
となり、さきにあげた恵州事何二についてのものと




































































































































































革命に殉じた日本人山田良政J c r 中央公論j






































亡が確認されたとし、 1918 年 7 月上海での追悼

























10 月 10 日鹿門に上陸したことが確認できる。
（在j裏門土井陸軍大尉発寺内正毅参謀本部次長




























（鹿門上野領事発青木周蔵外務大臣宛 10 月 12 れている事柄に多く不確かなものがふくまれてい
日付け電信） ることである。この問題はすでに認識されており、
十月二日附賞電信ニ閑シ山凹良政出水茂雄及 品目度次・近藤秀樹校注『三十三年の夢j では、


















































































1 山田良政 (1868 ～ 1900) 青森県弘前生まれ。幼名は良吉、字は子漁。叔父菊池九郎の東奥義塾、青森師範学校、東京の水
産伝習所で学ぶ。日本昆布会社での上海勤務を経て通訳%＂として日清戦争に従軍。その後、日本に亡命していた孫文の協力
者となる。南京同文香院の教員となるものの閥もなく出奔、恵州事件に参加しj'fi.襲撃した。かれについての文章で簡便なもの
としては、田中健之「日本の中の近代アジア史 中華革命に殉じた日本人山田良政J （『中央公論j 第 122 年第 6 号第 1478
号、中央公論社、 pp.248-251) 、学術的なものとしては馬場毅 I孫文と山田兄弟J （『愛知大学園際問題研究所紀要j 第 126 号、
2005 年 10 月、 pp.97-lll）、本格的な伝記には、結束博治 f醇なる日本人 孫文革命と山田良政・純三郎』（プレジデント社、
1992 年）、保坂正康『仁あり義あり、心は天下あり 孫文の辛亥革命を助けた日本人J （朝日ソノラマ、 1992 年）がある。
2 宮崎龍介・小野川秀美編『宮崎泊天全集j 第 1 巻（平凡祉、 1971 年 7 月 29 日） pp.215-2160 
3 宮崎龍介・小野川秀美編、前掲舎第 I 巻、 p.2810
4 庚子又八月 1900 年 10 月のこと。
5 長塩守旦 f日中提携してアジアを興す 第 l 集孫文革命の成敗と日本J （志学社、 2000 年 10 月 I B) p.350, 
6 宮崎龍介・小野川秀美編『宮崎治天全集j 第 4 巻（平凡社、 1973 年 11 月 16 日） p.2980 
7 宮崎龍介・小野川秀美編『宮崎泊天全集』第 2 巻（平凡社、 1971 年 12 月 13 日） pp.55 8 ”5590 
8 上村希美雄 f宮崎兄弟伝 アジア筋』（上）（禁書房、 1987 年 6 月 20 日） pp.402-4030 
9 孫文「山田良政君建碑紀念詞J 佐藤慎一郎「孫文と山田良政」（長塩、前掲書、 p目372。初出『大亜級車j 第 9 巻第 10 号、
大亜細亜社、 1941 年）は 1920 年のものとするが、本稿では結束博治「山田良政・純三郎兄弟年譜」 (r醇なる日本人 孫文
革命と山田良政・純三郎j プレジデント社、 1992 年 9 月 6 日）にしたがい 1919 年とした。なお、引用には佐藤前掲文を用
いた。
10 村松梢風（1889 ～ 1961) 本名義一。静岡県出身。小説家、評論家、エッセイスト。なお、長塩前掲沓では「松村梢風J とあるが、
『中央公論総目次創刊号より第一000号までJ （中央公論社、 1971 年 11 月初日、 p.197）には「村松椴風 f中国革命夜話』J
とあることから、正しくは「村松J である。
11 長塩、前掲書、 pp.353-355。
12 禁標 洪兆麟の部下に察様なる人物がいたのかはわからない。兵庫県立歴史博物館所蔵「王敬祥関係文書j にふくまれてい
る「陳議｛昔王敬祥款収様」 (1908 年 5 月 29 日）には保証人として「察標」という名をみることができるが村松が伝えた人
物と同一なのかは不明。なお、 f王敬祥関係文舎J は、神戸大学付属図書館によって電子化され公隠されている。（ http:// 
www.lib.kobe-u.ac.jp/products/okeisho/index.html ) (2008 年 3 月 4 日現在）
13 李福林 0872 ～ 1952) 広州の人。広州在地の武装勢力「楕寧j の指導者。孫文を支持し、広州市長、国民革命軍第 5 議長
をつとめた。
14 『新校本清史稿j 「表四十 各省総督河漕督附J によれば、 1900 年 9 月 26 B 付（光緒 26 年間 8 月 3 日）で雨広総督職は
徳、寿から陶模に代っている。しかし、本文で後述するように「頭品頂戴兼署爾債総督演東巡撫徳寿」による同年 11 月 5 日
付奏摺があり、実際の鎮圧にあたったのは両広総智代理であった広東巡撫の徳寿であると考えられる。
15 東亜同文会編『対支回顧録j 下巻（1936 年 4 月） p.8820 
16 葛生能久『東亜先覚志士伝記j 下巻（黒龍会出版部、 1936 年 10 月） pp.455・4560











22 宮崎泊天『三十三年之夢j 宮崎龍介・小野川秀美編、前掲香第 1 巻 p.213,
23 （毅烏捨松発青木周蔵宛）「機密受第 3306 号外機第 41 号J 1900 年 10 月 16 日、 JACAR （アジア康史資料センター http:/
276 
山田良政伝の系譜
/www.jacar.go.jp/ ) Ref. B03050065100 （第 l8 画像）、各国内政側係雑纂／支！Ill ノ古11／革命党関係（亡命者ヲ含ム）第二巻







24 東亜同文会機関誌『支那j 財団法人東亜同文会『自昭和二年十月至昭和l三年三月 事業報告j (1928 年）によれば発行部











33 iit兆麟 0872・1925) 字は湘臣。湖南寧郷の人。陳網明系の軍人。消では営長であったという。 1911 年辛亥革命では革命
側にたち恵州を攻略、恋州 '.iii務督弁となる。 1913 年第二革命で敗れると日本亡命。広東潜伏中の 1915 年 UJ に香港当局
に追放処分をうけるものの、同年 12 月第三革命で復権。広東軍政府では、 1918 年 1 月練畑明慮下の援閤海軍第 5 支隊司
令として福建に入り福建省石橋鎖守使。 1920 年陳畑明の広東進攻に従軍、再軍第 l 軍第 2 師師長。 1921 年、第 7 区善後処
長。 1922 年には孫文と離反した練鯛明に従い、 10 月期；謁総司令。 1923 年 5 月噂窓潮梅総指揮兼第 2 軍軍長、同年末碍箪各
路副総指事ll。また、北京政府から 1923 年洪威将軍を受け、あわせて広東陸軍第 3 節目市長、 i山頭防務督弁に任じられている。
1924 年 5 月潮海鎖守使。 1925 年 2 月段棋瑞臨時執政政権下での善後会議の会員。同年 12 月 7B 、香港から上海に向う船上
で銃撃され阿 9 日死亡した。以下参照、支部研究会編『最新支郊官紳録j （北京 支那研究会、 1918 年 8 月 20 日 同 25 日
再版）、外務省情報部編纂 I現代支那人名鑑』（東亜同文会調査部、 1925 年 3 月 10 日）、外務省情報部編纂『改訂現代支
那人名鑑j （束斑同文会調査部、 1928 年 10 月 15 日）（以上 3 点は日本図書センター『中国人名資料事典j (1999 年 8 月 25 日）






39 保坂、前掲書、 p.1170 
40 長塩、前掲省、 p.4160
41 上村、前掲書、 p.4160
42 原子昭三 f津軽奇人伝統j （符森県教育振興会、 1987 年 12 月 1 日） p.39o 





46 回中健之「日本の中の近代アジア史 中華革命に殉じた日本人山田良政J f中央公論l 第 122 年第 6号第 1478 号（2007 年 6 月）
p.251 。
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47 JACAR Ref. B0305006500 (?,ｻ 9 闘｛象）、各国内政関係雑纂， J文 JJII ノ郎ノ革命党関係（亡命者含ム）第二巻 0-6）。この'111
文に日付は記紋されていないが、文中の「舞鶴丸J は大阪商船による淡水一香港線に就航していた船である。良政が乗船し
た当時のものではないが、起点を淡水から基隆に移した後の f台it'J航路案内大阪商船昭和五年版j によれば、基隆を午前 9
H寺i白紙、翌朝午前 SH寺皮門着、 1,1] El 午後 4 時民門出航、空自朝illl到着、同日午後 4 時illJJ1.fH.l.l航、翌朝午前 8 時香港着、とあるの
これを参考にすれば、良政は 10 月 9 日午前に大阪商船淡水一香港線舞鶴丸に乗船し 10 月 10 日朝に段門、そのまま午後 4
1時出航し、 10 月 1 1 日朝にiJIJ顕に入ったのであろう。
48 在段門土井陸軍大尉発寺内正毅参謀本部次長宛 10 月 10 日付け従倍、 JACAR Ref. B0305006500 （第 17 函像）、各国内政問
係維纂／支耳目ノ部／革命党関係（亡命者含ム）第二巻 0-6）。
49 鹿門上野領事発背木周蔵外務大臣宛 10 月 12 日付け11H言、 JACAR Ref. B0305006500 （第 18 ～ 19 函｛象）、各国内政関係維
纂ノ支n目 ノ吉II 〆革命党関係（亡命者合ム）第三巻 0-6）。
50 「在l唆門土井大尉報告J （寺内正毅陸軍参謀本部次長発内田康銭外務省総務長官宛 u n 2 日提出文書同封）、 JACAR Ref. 
B0305006500 （第 24 医｛象）、各邸内政関係雑纂／支1)11 ノ音IV革命党関係（亡命者合ム）第二巻 0-6）。なお、この報告書の
作成者について、上村希美総は「お村大尉J (p.415）としている。原文には作成者氏名部分を修正した跡があり、「十：11：・ J
とも「森村j とも読めるが、本稿では技 48 詰：1j掲の土井大尉発寺r,1;1次長電文があることから「二υl：」とした。
51 i!t兆麟証言 証言したとされる時期に諸説ある。（6）宮崎では 1918 年春、（9）村松と（ll）葛生では 1917 年、（22）田中の
19日年とそれぞれ記されている。 1913 年説は、本文で述べたように事実関係を混同しているものとおもわれる。 1918 年説
については、洪兆麟証言をうけて、上海の追悼会や避難したとされた地の土を持ち持ち帰り良政の葬儀が行われたのがこの
年であり、 3 説のなかではもっとも有力である。しかし、 1918 年初副より洪兆麟をふくむ隙4照明底下の部隊は福建省に進攻
しており、作戦行動中にそのようなやりとりがおこなわれていたとする点にやや疑問が残る。そこに注目すると、 1917 年
10 月という説も妥当である。




蔵 filt経を拓いた人今 津軽の近代化とキリスト教J （弘前学院、 2003 年 6 月 25 日） p.1580 
54 LI.J悶良政純三郎兄弟とキリスト教については、相沢前掲 ri:lt粧を拓いた人今 津軽の近代化とキリスト教j に詳しい。同識：
のなかでは、中間にいた良政がf,!ij組宛の手紙のなかで純三郎を教会に通わせるようにと述べたものがあることや、純三郎自
身が 1893 ipに洗礼をうけているとしている（相沢、前掲 nR継を拓いた人今 津軽の近代化とキリスト教j 、 pp.219-220）。
また、上海でキリスト教青年会を結成した当時について、「エパンス書店j の主人が良政と知り合いであるといわれている（原
子、 liif掲{'I：、 pp.40-41）。この書店がどういったものか不明であるが、池田鮮 f曇り日の虹：上海日本人 YMCA40 年史』（上





56 官自身柄・天「亡友録／山田良政君j 宮崎目立介・小野川秀美樹、前掲曾第 2 巻、 p.5590
57 史堅立日のキリスト教的な而については、宮崎治天が「彼［史堅如］の兄さんは耶蘇教徒である。故に彼の思想の根本は耶蘇
教に！出胎してるやうに思はれたJ （「支JIii革命物語j 宮崎目立介・小野川秀美編、前掲書第 l 巻、 p.418）と感想を述べている。
なお、引月1に際しては、原文中のIE!字を新字体にあらためた。引用文中の［ ］は筆者による被認である。
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